
評壇

書
評
と
紹
介

　
罎
律
民
8
ピ
○
日
σ
母
P

　
見
警
。
蜜
臨
8
　
窪
σ
9
5
も
窪
（
5
艮

δ
訂
客
鑓
。
遷
昌
ゆ
σ
q
9

　
》
三
巴
。
ω
（
国
8
き
包
。
。
。
噂
ω
o
o
欲
動
9

Ω
〈
白
蟹
寓
。
易
）
”
一
＄
刈

　
「
モ
ー
リ
ス
・
ロ
ム
バ
ー
ル
は
、
年
来
、
《
イ
ス
ラ

ム
地
中
嘔
撮
世
界
（
八
一
十
一
世
紀
）
、
経
済
的
研
閉
究
》

に
ぢ
い
て
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
問
題
提
起
を

な
し
て
い
る
。
同
時
に
、
彼
は
申
世
前
期
の
経
済
史

に
つ
い
て
の
研
究
を
も
つ
づ
け
て
い
る
。
」
　
一
九
五

六
年
に
物
故
し
た
ル
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ブ
ル
は
、
か

つ
て
ロ
ム
バ
ー
ル
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
語
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

が
、
彼
が
、
い
、
o
置
碁
事
事
旨
き
α
鐸
く
H
囲
。
効
β
図
面
㊦

ω
δ
島
ρ
誤
昌
づ
鉱
Φ
ρ
δ
ミ
お
よ
び
告
口
け
。
導
八
雲

Ω
鋸
誌
①
ヨ
国
σ
q
昌
ρ
》
ロ
P
既
Φ
ρ
H
り
蒔
○
。
．
に
お
い
て
、
い

わ
ゆ
る
ピ
レ
ソ
ヌ
理
論
に
挑
戦
し
、
イ
ス
ラ
ム
の
進

出
は
、
ピ
レ
ソ
ヌ
の
見
解
と
は
逆
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
商
業
交
易
を
発
展
さ
せ
た
と
主
張
し
た
こ

と
は
、
す
で
に
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
拙
稿
「
い

わ
ゆ
る
商
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
つ
い
て
」
史
学
雑
誌

六
四
の
八
、
平
城
照
介
「
ピ
レ
ソ
ヌ
・
テ
ー
ゼ
批
判
」

学
園
論
集
工
参
照
）
。
　
こ
こ
で
鈍
り
上
げ
た
表
記
の

論
稿
は
、
そ
の
後
、
彼
が
、
一
九
五
一
年
三
月
、
ト
ゥ
ー

ル
ー
ズ
大
学
に
お
け
る
マ
ル
ク
。
ブ
ロ
ッ
ク
記
念
会

の
さ
い
報
告
し
た
原
稿
に
手
を
入
れ
た
も
の
で
、
召

下
執
筆
中
の
ピ
Φ
ω
＜
田
Φ
の
α
じ
げ
P
巳
ヨ
。
《
①
ロ
鋤
σ
q
Φ

o
箒
①
閃
団
9
日
Φ
9
び
p
。
言
の
梗
概
に
す
ぎ
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
立
場
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
単
な
る
ピ

レ
ン
ヌ
批
判
と
い
う
よ
り
も
、
あ
ら
た
に
、
ヨ
…
ロ

ッ
パ
申
世
前
期
の
都
市
発
展
を
問
題
の
壁
心
に
据
え

た
点
で
、
彼
の
ユ
ニ
ー
ク
な
構
想
の
全
號
を
は
じ
め
、

て
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
以

下
、
そ
の
大
要
を
要
約
し
、
若
干
の
問
題
点
を
指
摘

し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
従
来
、
丹
心
前
期
の
都
市
問
題
に
つ
い
て
の
研
究

は
、
ほ
と
ん
ど
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
集
中
し
、
そ
の

上
限
は
、
三
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
政
の
危
機
と
と
も
に

は
じ
ま
る
古
代
都
市
の
衰
退
に
、
そ
の
下
限
は
、
十
、

十
一
世
紀
に
お
け
る
古
代
の
も
の
と
は
全
く
異
質
的

な
中
世
都
市
の
成
立
に
お
か
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
の
問
題
も
ま
た
、
西
欧
に
お
け
る
古
代
都

市
か
ら
覇
気
都
市
へ
の
移
行
が
、
何
ゆ
え
に
、
い
か

に
し
て
す
す
め
ら
れ
た
か
、
西
欧
に
お
け
る
都
市
衰

退
と
復
活
の
時
点
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
喬
か
、
三
世

紀
か
ら
十
一
世
紀
．
へ
の
都
市
発
展
の
曲
線
を
ど
の
よ

う
に
辿
る
か
、
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、
都
市
発
展
の
曲
線
、
そ
の
年
代
、
そ

の
地
理
的
関
係
を
取
り
扱
う
さ
い
、
先
ず
、
狭
い
西

欧
的
視
野
か
ら
離
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ピ
レ
ソ
ヌ
の

あ
や
ま
り
も
、
こ
の
点
が
充
分
で
な
か
っ
た
こ
と
に

も
と
つ
く
。
考
察
を
西
欧
側
史
料
に
限
り
、
西
欧
側

関
係
史
料
の
断
絶
を
も
つ
て
、
西
欧
と
オ
リ
エ
ン
ト

と
の
関
係
の
断
絶
を
結
論
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
も
、
同
じ
く
ピ
レ
ソ
ヌ
の
あ
や
ま

り
で
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
の
進
出
を
も
つ
て
、
た
だ

ち
に
西
欧
都
市
の
衰
退
を
云
々
す
る
よ
う
な
、
現
在

の
経
済
理
論
の
軽
そ
つ
な
適
用
を
慎
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
近
代
経
済
学
者
が
方
法
上
の
問
題
で
歴
史

学
に
大
き
な
寄
与
を
な
し
た
の
は
当
然
と
し
て
も
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
事
件
が
た
だ
ち
に
パ
リ
ー
や
ロ
ソ

ド
ソ
に
反
応
す
る
現
在
と
、
申
世
前
期
と
で
は
、
事

態
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
．
こ
の
点
で
、
歴
史
家
は
経
済
卜
者
の
み
な

ら
ず
社
会
学
者
と
の
協
力
を
要
請
さ
れ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
、
さ
し
あ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
の
研

究
に
も
役
立
つ
公
式
の
一
つ
と
し
て
、
貴
金
属
の
流

入
お
よ
び
流
通
貨
幣
量
の
増
加
と
都
市
発
展
の
聞
に
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存
在
す
る
密
接
な
関
連
に
注
目
し
た
い
。
　
こ
れ
こ

そ
、
　
中
世
前
期
に
お
け
る
都
市
発
展
の
年
代
的
経

過
、
地
理
的
関
係
、
様
式
を
全
体
的
に
明
ら
か
な
ら

し
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
期
（
三
一
四
世
紀
）
ロ
…
マ
西
方
に
お
け
る
都

市
の
衰
退
と
帝
国
東
部
に
お
け
る
都
市
の
発
展

　
》
昌
α
塊
①
歪
σ
q
9
巳
9
は
、
三
、
・
手
伝
紀
の
都
市
の

衰
退
は
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
進
入
と
ロ
ー
マ
政
府
の

搾
取
に
も
と
つ
く
と
説
明
す
る
。
ラ
イ
ン
お
よ
び
ド

ナ
ウ
地
方
の
ロ
ー
マ
軍
団
の
撤
収
、
二
五
三
－
二
六

八
年
の
フ
ラ
ン
ク
、
二
六
八
年
の
ア
ラ
マ
ン
、
二
七

〇
一
二
七
一
年
の
ス
エ
ビ
の
進
出
に
は
じ
ま
る
前
潜

が
都
市
を
経
済
的
に
破
壊
し
、
皇
帝
お
よ
び
官
僚
に

よ
る
後
者
は
、
都
市
民
の
逃
散
を
惹
き
起
し
て
都
市

を
社
会
的
に
破
壊
し
た
と
考
え
る
。

　
け
れ
ど
も
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
創
設

に
見
ら
れ
る
帝
国
東
半
部
の
都
市
発
展
を
考
慮
に
入

れ
る
と
き
、
か
か
る
分
析
は
必
ず
し
も
妥
当
し
な
い

し
、
三
世
紀
以
後
の
都
市
の
衰
退
を
一
般
的
現
象
と

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
わ
れ
．

わ
れ
は
、
ロ
ー
エ
四
方
の
都
市
衰
退
と
ロ
ー
マ
東
方

の
都
…
市
発
展
を
説
明
す
る
共
通
の
原
因
を
、
西
欧
と

オ
リ
エ
ン
ト
の
金
貯
蔵
量
の
不
均
等
な
分
布
、
西
欧

に
お
け
る
貨
幣
流
通
の
縮
少
、
オ
リ
エ
ン
ト
に
お
け

る
貨
幣
流
通
の
拡
大
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
三
世

紀
に
お
け
る
パ
ル
テ
ィ
ア
主
題
の
没
落
、
サ
サ
ソ
朝

ペ
ル
シ
ア
王
土
の
勃
興
の
結
果
、
オ
リ
エ
ン
ト
で
の

活
動
を
抑
制
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
人
、
エ
ジ
プ
ト
人
、

シ
リ
ア
人
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
レ
バ
ン
ト
商
人
が
、
以

後
、
珍
寄
な
東
方
物
資
の
販
路
を
西
方
に
見
出
し

て
、
西
方
か
ら
の
金
の
流
出
、
ロ
…
マ
伊
方
へ
の
金

の
流
入
を
激
化
し
た
の
は
、
そ
の
直
接
の
契
機
と
な

る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
期
（
五
－
七
八
一
紀
）
ゲ
ル
マ
ン
西
幽
力
に
お
け
る

都
市
衰
退
の
強
化
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
都
市

活
動
の
沈
滞
と
後
退
、
サ
サ
ソ
東
方
に
お
け
る
都
市

発
展
。

　
五
世
紀
の
ゲ
ル
マ
ン
の
大
移
動
は
、
す
で
に
衰
退

期
に
あ
っ
た
西
方
諸
都
市
に
、
再
び
大
き
な
打
撃
を

与
え
た
。
け
れ
ど
も
、
か
か
る
動
乱
の
な
か
で
、
都

市
の
再
建
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
の
は
、
金
の
大
規

模
な
退
蔵
お
よ
び
オ
リ
エ
ン
ト
と
の
入
超
貿
冒
易
の
仙
麗

行
に
よ
る
、
流
通
貨
幣
量
の
い
ち
じ
る
し
い
減
少
で

あ
っ
た
。
も
と
も
と
、
ロ
ー
マ
盛
期
に
は
、
消
費
都

市
ロ
ー
マ
に
対
す
る
重
量
品
供
給
に
よ
っ
て
発
展
し

た
西
方
商
業
は
、
も
は
や
昔
日
の
栄
を
取
り
も
ど
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
金
の
流
出
、
オ
リ
エ
ン
ト

　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
モ

の
ぜ
い
た
く
品
輸
入
の
形
で
辛
う
じ
て
維
持
さ
れ
た

そ
れ
は
、
六
世
紀
末
に
は
、
は
や
く
も
全
面
的
休
止

の
悲
運
に
到
達
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
六
世
紀
末

か
ら
七
世
紀
は
じ
め
に
お
け
る
西
方
諸
都
市
の
完
全

な
衰
退
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ガ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
の
農
村
化
、
ア
フ
リ
カ
の
遊
牧
化
は
、
そ

の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。

　
西
方
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
六
砒
紀
後

半
か
ら
七
世
紀
は
じ
め
の
ビ
ザ
ン
ツ
東
方
に
お
い
て

も
ま
た
、
都
市
活
動
は
沈
滞
し
後
退
し
た
。
コ
ソ
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
；
プ
ル
、
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ケ
、
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
、
シ
リ
ア
の
海
岸
部
、
小
ア
ジ
ア
の
エ
ー

ゲ
海
側
を
除
け
ば
、
農
村
化
あ
る
い
は
遊
牧
化
が
か

な
り
顕
著
で
あ
っ
た
。
　
そ
し
て
、
　
こ
の
場
合
も
ま

た
、
そ
れ
は
、
究
極
的
に
は
、
貨
幣
流
通
の
縮
少
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ラ
ル
や
ヌ
ビ
ア
の
金

の
ビ
ザ
ン
ツ
へ
の
輸
送
路
が
遊
牧
民
族
に
よ
っ
て
中

断
さ
れ
た
こ
と
、
西
方
か
ら
の
金
貨
の
流
入
が
止
ま

っ
た
こ
と
、
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
内
で
も
金
の
退
紳
威
現
象

が
す
す
ん
だ
こ
と
、
サ
サ
ン
帝
簸
が
印
度
洋
と
地
区

海
を
結
ぶ
商
業
路
を
熟
し
た
こ
と
は
、
そ
の
直
接
の

契
機
で
あ
っ
た
。

　
サ
サ
ン
帝
国
の
発
展
は
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
［
や
ゲ
ル
マ

ン
西
方
と
全
く
異
っ
て
い
た
。
イ
ラ
ン
や
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ヤ
の
オ
ア
シ
ス
地
方
で
は
、
灌
概
の
発
展
と
と
も
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瀞ul一

に
、
稼
欄
樹
、
果
樹
、
稲
、
甘
藤
糖
、
綿
の
栽
培
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
集
約
農
業
が
さ
か
ん
と
な
り
、
そ
れ

が
、
大
都
市
集
落
の
存
在
、
上
か
ら
の
多
数
の
都
市

建
設
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
都
市
に
お
け
る
商
工
業

者
夏
蔦
自
展
げ
の
げ
の
躍
進
は
い
ち
じ
る
し
く
、
他
方
、

止
地
所
有
費
族
象
ゲ
愈
⇔
の
は
急
速
に
没
落
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
発
展
は
、
全
く
、
ド
ラ
ク
マ

銀
貨
象
誉
①
日
　
の
広
汎
な
流
通
に
も
と
つ
く
も
の

で
あ
っ
た
。
金
は
退
蔵
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

し
て
も
、
ス
サ
で
発
掘
さ
れ
た
ホ
ス
ロ
ー
二
世
（
五

九
〇
⊥
ハ
ニ
八
）
時
代
の
ド
ラ
ク
マ
銀
貨
か
ら
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
当
時
、
銀
貨
の
鋳
造
所
は
帝
国
の
ほ

と
ん
ど
至
る
処
に
在
り
、
　
こ
れ
ら
の
銀
貨
の
流
通

は
、
帝
国
内
部
の
み
な
ら
ず
、
南
東
や
北
西
に
も
及

ん
で
い
た
。

第
三
期
（
七
一
十
｝
世
紀
）
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け

る
都
市
発
展
、
ゲ
ル
マ
ン
西
方
に
お
け
る
都
市
復
活

の
第
～
歩
、
ビ
ザ
ソ
ツ
に
お
け
る
都
市
雛
展

　
エ
ジ
プ
ト
。
パ
ピ
ル
ス
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

イ
ス
ラ
ム
の
進
出
と
と
も
に
、
各
地
の
事
態
は
一
変

し
た
。
も
つ
ば
ら
都
市
は
居
住
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒

が
、
非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
か
ら
一
様
に
入
頭
税
と
鼻
祖

を
徴
集
し
て
、
農
村
に
お
け
る
既
存
の
荘
國
秩
序
を

破
壊
し
た
だ
け
で
な
く
、
流
通
貨
幣
量
の
増
加
、
イ

ン
フ
レ
の
昂
進
に
よ
っ
て
急
速
に
富
ん
だ
都
市
の
商

入
暦
が
、
さ
か
ん
に
土
地
投
資
を
す
す
め
た
結
果
、

農
村
は
都
市
の
食
糧
、
労
働
力
供
給
源
と
な
り
、
七

i
十
一
世
紀
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
黒
黒
発
展
は
、
ロ

ー
マ
帯
国
や
十
三
世
’
紀
の
西
欧
に
お
け
る
そ
れ
に
比

肩
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
征
服
前
か
ら

都
～
市
発
展
の
い
ち
じ
る
し
か
っ
た
旧
サ
サ
ソ
帝
国
領

（
イ
ラ
ン
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
）
か
ら
、
旧
ビ
ザ
ソ
ツ

帝
国
領
（
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
）
を
経
て
、
西
方
諸

地
方
（
ア
フ
リ
カ
、
イ
ス
パ
ニ
ア
、
シ
シ
リ
ー
）
へ

と
、
か
か
る
機
運
は
全
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
及
ん
だ
。

旧
サ
サ
ソ
領
の
困
。
β
剛
P
じ
d
P
ω
ω
o
H
P
　
じ
σ
帥
α
Q
α
鋤
P

ω
四
導
p
ユ
旨
ρ
竃
曽
α
Q
p
α
営
P
b
d
胃
9
。
毒
9
0
い
渥
ロ
毛
斜
冨
⑩
レ

目
口
α
斜
鼠
。
ヨ
ぴ
鋤
の
の
節
”
随
ビ
ザ
ン
ツ
領
の
∩
U
9
ヨ
鋤
の
”

》
冨
掌
団
。
器
莚
戸
諺
ゲ
諺
の
瞬
p
吐
堕
降
臨
ρ
9
δ
鐙
．
押
》
雫
ρ
甲

》
貯
斜
卜
①
O
P
。
鼠
食
　
西
部
地
中
海
の
囚
9
矯
。
§
斜

B
に
巳
9
　
鼠
p
3
げ
巳
P
↓
9
げ
Φ
登
臼
δ
露
8
焦
目
⑩
ω
矯

》
蒔
Φ
聴
鳩
O
鉱
簿
．
p
（
】
W
Φ
P
博
　
国
p
o
b
§
節
α
）
鳩
竃
£
δ
跨
9
D
犀
①
－

o
ゲ
”
　
ス
ー
ダ
ン
の
金
の
集
積
地
と
し
て
の
　
ω
鐵
法
－

唐
鋤
の
P
ρ
躍
胃
駐
斜
霞
N
3
諸
都
市
、
Φ
げ
p
α
餌
ヨ
0
ρ

諺
項
α
9
σ
q
げ
O
ω
r
8
9
α
旨
Φ
脚
旨
旨
6
0
目
び
0
9
8
P
イ

ス
パ
ニ
ア
の
O
o
巴
α
o
β
ρ
↓
o
δ
魚
ρ
ω
”
円
孚
δ
σ
q
o
の
ω
ρ

ω
σ
〈
旨
ρ
　
竃
転
出
α
q
ρ
》
巨
①
ほ
9
コ
”
ζ
帥
阜
ぎ
暮
器
－

N
上
げ
触
斜
　
潔
効
象
P
鶏
偶
呼
N
鋤
雪
目
餌
噂
　
シ
シ
リ
ー
の

℃
巴
。
昌
β
⑦
　
な
ど
が
、
あ
る
い
は
復
活
し
、
あ
る
い

は
新
設
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ス
ラ
ム
諸
都
市
の
人
口
を
正
確
に
知

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
．
、
七
、
八
階
建
の
ブ
ロ
ッ

ク
住
宅
が
二
五
〇
1
三
〇
〇
ぐ
ら
い
の
入
口
を
収
容

し
た
こ
と
か
ら
箕
蔑
す
る
と
、
九
世
紀
末
お
よ
び
十

世
紀
の
ゆ
簿
σ
q
α
鋤
α
が
百
万
以
上
、
　
U
餌
量
p
ω
や
O
o
学

α
o
β
㊦
が
三
、
　
四
十
万
、
ピ
Φ
O
p
跨
①
が
五
十
万
位

で
、
精
々
三
、
四
万
に
す
ぎ
な
い
十
三
世
紀
の
北
イ

タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ド
ル
の
都
市
と
は
、
袈
｛
泥
の
差
が

あ
っ
た
。
都
市
の
本
質
は
あ
く
ま
で
も
経
済
的
機
能

に
あ
っ
た
。
中
央
に
は
商
工
業
街
ω
o
⇔
ρ
が
走
り
、

そ
の
両
側
に
は
、
旅
館
晒
。
⇒
α
o
⇔
ρ
ρ
倉
庫
麟
駄
ω
簿
誌
簿
り

取
引
場
ω
。
8
器
－
紹
σ
q
ず
鈴
鋳
貨
所
U
胃
霧
－
ω
δ
舜

が
あ
り
、
申
心
部
に
は
モ
ス
ク
（
寺
院
）
が
あ
っ
た
。

住
民
構
成
も
き
わ
め
て
雑
多
で
、
人
足
、
油
入
、
仲

買
入
、
大
商
人
な
ど
が
商
工
業
街
に
雲
叢
し
て
い
た

ほ
か
、
当
時
す
で
に
、
下
層
民
の
叛
乱
も
し
ば
し
ば

起
つ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
都
市
の
強
力
な
発

展
が
、
何
よ
り
も
、
金
の
流
入
と
貨
幣
流
通
の
強
化
、

退
蔵
金
の
再
流
通
、
金
山
　
の
開
発
に
も
と
っ
く
の
は

当
然
で
あ
っ
た
。
東
部
か
ら
の
入
口
移
動
、
イ
ス
ラ

ム
西
方
す
な
わ
ち
9
曽
σ
Q
胃
Φ
び
の
繁
栄
も
、
ス
…
ダ

ソ
の
金
山
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
発
展
し
た
イ
ス
ラ
ム
諸
都
～
市
の

購
買
・
刀
は
、
ゲ
ル
マ
ン
西
【
欧
の
み
が
供
給
し
得
る
奴

隷
、
船
舶
用
木
討
、
鉄
、
武
器
、
錫
、
毛
皮
な
ど
を
欲

求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
、
十
世
紀
の
ゲ
ル
マ
ン

西
方
に
、
金
の
流
入
、
商
業
の
発
展
、
都
市
の
復
活

を
惹
き
起
し
た
。
西
欧
都
市
の
復
活
は
決
し
て
十
二

議
事
の
現
象
で
な
く
、
そ
の
端
緒
は
、
イ
ス
ラ
ム
の

金
が
ヨ
p
口
。
ロ
の
の
形
で
ゲ
ル
マ
ン
西
方
に
流
入
し
、

は
じ
め
た
、
　
八
世
紀
末
、
　
九
世
紀
は
じ
め
に
あ
っ

た
。
渉
壼
巴
拝
宏
鋤
覧
。
ω
り
Ω
p
ユ
Φ
緑
堕
く
Φ
駄
ω
①
な
ど
の

イ
タ
リ
ア
都
市
の
発
展
は
、
か
か
る
裏
態
に
も
と
つ

く
も
の
で
、
そ
れ
が
、
次
第
に
、
ソ
ー
ヌ
、
ミ
ュ
ー

ズ
、
ラ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
諸
地
方
に
も
波
及
し

た
。
し
か
も
、
他
方
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
イ
ス

ラ
ム
世
界
か
ら
の
影
響
は
、
地
中
海
を
通
ら
ず
に
、

b
d
餌
α
q
創
鋤
創
か
ら
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河
、
バ
ル
テ
ィ
ッ
ク
海
、

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
な
ど
を
経
て
も
、
ラ
イ
ン
、
フ
ラ

ン
ド
ル
地
方
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
到
達
し
た
。
そ
の

途
次
に
あ
た
る
ロ
シ
ア
の
諸
河
川
、
バ
ル
テ
ィ
ッ
ク

海
沿
岸
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
貨
幣
の
出
土
、
H
賦
r

し
d
o
乱
σ
q
げ
時
馳
、
．
＜
旨
Φ
α
Φ
ω
じ
σ
o
ρ
邑
鼠
ω
、
、
鳩
窯
。
＜
轡
q
o
8
阜

罫
6
聴
9
β
鳥
ρ
囚
漉
く
の
繁
栄
は
こ
の
こ
と
を
物
藷
る
。

北
西
ヨ
；
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
商
人
定
住
地
誌
。
属
β
ρ

く
貫
く
ざ
信
ω
　
の
発
展
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ

の
地
域
に
は
、
東
西
両
イ
ス
ラ
ム
か
ら
の
貨
幣
流
入

が
合
一
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
丁
．
度
同
じ
こ
ろ
、
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
い
て
も
、
の
ち

に
十
、
十
一
世
紀
の
ビ
ザ
ソ
ツ
美
術
の
第
二
の
黄
金

時
代
と
な
っ
て
開
花
す
る
、
同
じ
よ
う
な
復
活
が
は

じ
ま
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
の
金
が
ゲ
ル
マ
ン
西
方
に
流

入
し
た
結
果
、
ビ
ザ
ン
ツ
自
身
で
生
産
さ
れ
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
う

は
ビ
ザ
ソ
ツ
の
仲
介
す
る
ぜ
い
た
く
晶
は
、
再
び
、

西
欧
に
有
力
な
販
路
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
し
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ビ
ザ
ソ
ッ
が
、
イ
ス
ラ
ム
世

界
か
ら
、
香
料
、
香
水
、
生
糸
、
象
牙
、
真
珠
、
宝

石
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。
い
わ

ば
、
こ
こ
に
、
イ
ス
ラ
ム
東
方
か
ら
イ
ス
ラ
ム
西
方

へ
、
イ
ス
ラ
ム
西
方
か
ら
ゲ
ル
マ
ン
西
方
へ
、
ゲ
ル

マ
ン
西
方
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
へ
、
ビ
ザ
ン
ツ
か
ら
イ
ス

ラ
ム
東
方
へ
と
、
貨
幣
お
よ
び
都
市
の
回
路
が
完
成

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
、
中
世
前
期
の
都

市
発
展
は
、
地
理
的
に
も
年
代
的
に
も
、
ま
さ
し
く

貨
幣
発
展
に
相
応
じ
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め

て
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
わ
ず
か
二
十
二
頁
の
な
か
に
盛
り
込
ま
れ
た
豊
富

な
内
容
を
、
ど
の
て
い
ど
ま
で
正
確
に
伝
え
得
た
か

疑
問
で
あ
る
が
、
以
上
で
紹
介
を
お
わ
る
こ
と
に
す

る
。
本
絡
的
批
判
は
、
い
ず
れ
、
ロ
ム
バ
ー
ル
の
著

作
の
完
成
を
発
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で

は
、
彼
の
雄
大
な
構
想
の
基
本
的
前
提
に
つ
い
て
、

若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
一
、
総
じ
て
近
代
以
前
の
商
業
が
多
分
に
遠
隔
地

商
業
と
し
て
発
展
し
て
い
る
以
上
、
申
世
前
期
に
お

．
け
る
西
欧
都
市
の
発
展
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
ビ
ザ

ン
ツ
、
イ
ス
ラ
ム
を
も
含
ん
だ
超
西
欧
的
な
視
野
が

必
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
点
で
、
ロ
ム

バ
ー
ル
の
ピ
レ
ソ
ヌ
批
判
の
意
義
を
過
小
評
価
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
し
、
か
か
る
立
場
に
、
い
た
ず
ら

に
流
通
主
義
的
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
、
そ
れ

を
頭
か
ら
拒
否
す
る
こ
と
は
つ
つ
し
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
二
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
、
チ
ポ
ル
ラ
（
O
Q
昌
。

ζ
鳩
○
首
。
目
斜
図
⇒
8
お
鋒
9
げ
。
日
Φ
叶
①
叶
Ω
麺
ユ
①
－

筥
鋤
σ
q
詳
ρ
》
暮
雪
Φ
ω
し
至
り
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

単
な
る
塑
料
的
、
文
献
学
的
方
法
に
よ
っ
て
、
商
業

の
存
在
を
云
々
す
る
だ
け
で
は
、
問
題
は
片
付
か
な

い
。
ロ
ム
パ
ー
ル
が
、
現
在
の
経
済
理
論
の
軽
そ
つ

な
適
用
を
戒
心
し
つ
つ
も
、
貨
幣
発
展
と
都
市
発
展

の
相
関
々
係
を
主
張
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
は
、
経

済
学
的
方
法
の
適
用
を
強
調
し
た
チ
ポ
ル
ラ
の
批
判

を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
少
く
と
も
申
世
前
期
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評書

の
経
済
発
展
を
問
題
に
す
る
か
ぎ
り
、
ロ
ム
バ
ー
ル

の
主
張
の
正
し
さ
を
必
ず
し
も
否
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
ム
の
進
出
が
、
フ
ィ
ッ

シ
ャ
あ
公
式
頃
・
哨
（
・
籍
毒
、
M
・
流

逓
貨
幣
量
、
マ
ー
貨
幣
流
音
速
度
、
Q
監
市
場
に
投

入
さ
れ
る
べ
き
財
貨
お
よ
び
用
役
の
量
）
に
お
け
る

諸
関
係
を
修
正
し
た
か
否
か
、
と
の
チ
ポ
ル
ラ
の
問

題
提
起
に
対
し
て
も
、
ロ
ム
バ
ー
ル
の
所
論
は
あ
る

て
い
ど
の
解
答
を
与
え
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
（
こ
の
点
で
、
チ
ポ
ル
ラ
の
近
著
ζ
。
器
ざ

℃
臨
○
①
ω
曽
づ
島
○
一
く
ロ
一
N
曽
江
O
昌
一
⇔
梓
び
①
嵐
①
q
詳
①
H
、
曽
⇔
－

O
諺
甫
O
ユ
9
這
㎝
①
も
ま
た
、
ビ
ザ
ン
ツ
、
イ
ス

ラ
ム
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
の
金
貨
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
あ
る
蒋
期
に
は
国
際
通
貨
と
な
っ
た
の

は
、
当
該
時
期
に
お
け
る
商
工
業
の
躍
進
に
も
と
つ

く
と
し
た
の
は
興
昧
深
い
。
1
西
洋
史
学
3
6
拙
稿

参
照
）

　
三
、
し
か
し
な
が
ら
、
貨
…
幣
発
展
と
都
市
発
展
の

相
関
々
係
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て

も
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
か
ら
の
金
の
流
入
に
対
応
し
て

西
欧
都
市
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
当
蒔
の
西
欧
特

有
の
社
会
経
済
的
諸
条
件
の
存
在
す
る
こ
と
を
見
逃

せ
な
い
。
従
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
都
市
の
人
口
数
と
西

欧
都
｝
甫
の
そ
れ
と
を
漠
然
と
比
較
し
て
、
人
口
規
模

の
大
き
い
玉
里
但
の
経
済
発
語
を
強
調
す
る
ロ
ム
バ
ー

ル
の
所
論
は
、
事
態
の
本
質
を
見
あ
や
ま
っ
て
い
る

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
け
だ
し
、
　
別
の
機
会

（
拙
著
「
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
封
建
都
市
」
創
二
挺
刊
一
五

四
i
＝
ハ
六
頁
）
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
都
需
　
の
人

口
規
模
の
拡
大
は
、
多
分
に
政
治
的
条
件
に
も
と
つ

く
も
の
で
、
西
欧
都
百
の
人
口
…
数
が
一
般
に
そ
れ
ほ

ど
で
も
な
い
の
は
、
必
ず
し
も
、
西
欧
都
市
の
経
済

的
後
進
性
を
指
僻
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
点
で
、
超
西
欧
的
な
貨
幣
経
済
の
波
の

な
か
で
、
西
欧
都
｝
市
が
い
か
に
し
て
発
展
し
た
か
、

西
欧
自
体
の
内
的
諸
条
件
が
、
今
後
究
明
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
．
な
い
。

　
四
、
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
地
唄
海

域
は
別
と
し
て
も
、
イ
ス
ラ
ム
か
ら
の
金
の
流
入
が

ど
の
よ
う
に
し
て
西
欧
全
般
に
滲
透
し
た
か
、
そ
の

具
体
的
転
機
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
つ

て
わ
た
く
し
が
指
摘
し
た
よ
う
に
（
前
掲
拙
稿
）
、
北

西
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
都
市
発
展
に
お
い
て
、
少
く
と
も

そ
の
成
立
期
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
イ
タ
リ
ア
の
影
響

は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
こ
で
は
、
ノ
ル
マ
ソ
経
済
圏
へ

の
対
応
が
直
接
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
レ

西
　
欧
都
～
市
の
発
展
が
、
究
極
的
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
か

ら
の
金
の
流
入
に
も
と
つ
く
と
す
る
だ
け
で
は
充
分

で
な
い
。
ロ
ム
バ
ー
ル
自
身
も
認
め
た
、
現
在
と
ば

全
く
異
っ
た
当
時
の
経
済
的
条
件
下
に
お
い
て
、
必

ず
し
も
現
有
の
イ
ス
ラ
ム
貨
幣
が
西
欧
全
体
を
席
捲

し
た
わ
け
で
な
い
の
に
、
何
ゆ
え
に
、
西
欧
に
お
け

　
　
　
　
　
　
わ
　
　
し
　
　
も

る
都
市
発
展
の
究
極
的
原
因
を
イ
ス
ラ
ム
か
ら
の
金

の
流
入
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
あ
ら
た
め

て
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
…
鯖
田
　
豊
之
一

笠
原
一
男
著

　
動
揺
と
東
国
農
民

　
真
宗
教
団
史
、
特
に
　
向
一
揆
の
研
究
で
名
の
あ

る
著
者
は
、
近
来
、
親
鷺
の
研
究
に
没
頭
し
そ
の
成

果
は
、
「
東
国
に
お
け
る
念
仏
禁
止
の
必
然
性
と
親

鷺
の
五
節
…
」
　
（
日
本
歴
史
九
六
）
　
「
東
国
に
お
け
る

真
宗
の
発
展
と
そ
の
社
会
的
基
盤
」
　
（
歴
史
学
研
究

一
九
八
）
　
「
親
鶯
に
お
け
る
護
国
思
想
の
意
義
と
限

界
」
　
（
史
学
雑
誌
六
五
一
一
〇
）
　
「
教
行
信
証
の
成

立
」
（
一
重
繋
宗
教
団
の
展
胆
と
な
っ
て
発
表

さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
う
し
た
成
果
を
手
ぎ
わ
よ

く
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
然
も
こ
れ
は
、
著
者
の

79　（79）


